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近
藤
俊
太
郎
著

『
親
鸞
と
マ
ル
ク
ス
主
義

─
闘
争
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
・
普
遍
性
』

（
法
藏
館
・
二
〇
二
一
年
）

大
谷
　
栄
一

　

本
書
は
、
近
現
代
日
本
の
「
親
鸞
理
解
と
マ
ル
ク
ス
主
義
の
関
係
史
」

（
本
書
二
八
頁
。
以
下
、
頁
数
の
み
表
記
）
を
主
題
化
し
、
そ
の
歴
史
像
を

初
め
て
明
ら
か
に
し
た
労
作
で
、
五
百
頁
を
超
え
る
大
著
で
あ
る
。「
親

鸞
理
解
の
近
現
代
史
」（
一
〇
頁
）
に
斬
新
な
問
題
提
起
を
行
っ
た
注
目

す
べ
き
成
果
で
あ
る
。

　

本
書
の
構
成
は
、「
第
Ⅰ
部�

仏
教
と
マ
ル
ク
ス
主
義

─
解
放
と
阿
片

の
間
」「
第
Ⅱ
部�

戦
時
日
本
の
親
鸞

─
危
機
の
時
代
と
の
向
き
合
い

方
」「
第
Ⅲ
部�

戦
後
日
本
の
親
鸞

─
起
動
す
る
社
会
的
実
践
」
の
全
三

部
か
ら
な
り
、
戦
前
か
ら
戦
中
を
経
て
、
戦
後
の
「
親
鸞
を
め
ぐ
る
近
代

の
思
想
」（
四
頁
）
が
通
史
的
に
分
析
さ
れ
て
い
る
。

一
　
本
書
の
概
要

　

ま
ず
、「
序
章�

親
鸞
と
マ
ル
ク
ス
主
義
へ
の
入
射
角
」
で
は
、
本
書
を

貫
く
著
者
の
問
題
意
識
と
立
場
、
本
書
の
課
題
と
方
法
、
対
象
理
解
の
認

識
論
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

本
書
の
対
象
は
親
鸞
そ
の
人
で
は
な
く
、
親
鸞
理
解
で
あ
る
。
近
代
の

知
識
人
た
ち
に
親
鸞
が
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
た

の
か
を
問
う
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
近
代
の
親
鸞
理
解
を
主
題
と
し
た
成
果

は
少
な
い
も
の
の
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
の
近
代
真
宗
史
研
究
で
成
果
が

産
出
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
研
究
は
清
沢
満
之
と
そ
の
門
下

に
始
ま
る
真
宗
大
谷
派
の
「
近
代
教
学
」
を
軸
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
親

鸞
理
解
の
近
代
史
を
「
単
線
化
」
し
す
ぎ
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ
に
対
し

て
、
著
者
は
そ
の
「
複
線
化
」
を
試
み
る
た
め
に
、
マ
ル
ク
ス
主
義
と
の

関
連
で
構
築
さ
れ
た
親
鸞
理
解
に
着
目
す
る
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
現
在

に
つ
な
が
る
親
鸞
理
解
や
近
代
と
い
う
時
代
の
歴
史
的
経
験
を
考
え
る
う

え
で
そ
れ
が
極
め
て
重
要
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
近
代
日
本
に
お
け
る
親
鸞
理
解
の
思
想
経
験
を
検
討
す
る
際
、

著
者
が
注
目
す
る
の
が
、
普
遍
性
と
否
定
性
で
あ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、

「
仏
教
は
、
現
前
す
る
こ
と
の
な
い
普
遍
性
で
あ
る
が
、
歴
史
的
現
実
に

対
す
る
根
源
的
な
否
定
の
は
た
ら
き
と
し
て
作
動
し
続
け
、
信
仰
主
体
の

実
践
を
惹
き
起
こ
す
」（
二
四
頁
）。
仏
教
の
有
す
る
（
と
著
者
が
考
え
る
）

「
否
定
性
を
も
た
ら
す
普
遍
性
」（
二
三
頁
）
と
、
歴
史
内
存
在
と
し
て
の

信
仰
主
体
と
の
関
連
性
の
分
析
が
本
書
の
課
題
と
し
て
措
定
さ
れ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
信
仰
主
体
は
そ
う
し
た
否
定
性
を
貫
徹
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、

信
仰
主
体
が
「
超
歴
史
的
契
機
と
歴
史
的
契
機
、
普
遍
性
と
特
殊
性
、
宗

教
的
立
場
と
社
会
的
立
場
と
い
っ
た
二
重
性
」（
二
四
頁
）
を
抱
え
込
ん

で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
著
者
の
い
う
普
遍
性
と
は
、
そ
う
し
た
二
分
法
や

二
元
論
を
否
定
・
解
体
す
る
は
た
ら
き
で
あ
り
、
普
遍
性
と
否
定
性
（
さ

ら
に
超
越
性
）
が
本
書
を
貫
く
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
。
ま
た
、「
宗
教
的
立
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191　書　評

場
と
社
会
的
立
場
の
二
元
論
」（
三
一
頁
）
が
近
代
宗
教
史
を
通
底
す
る

課
題
と
捉
え
ら
れ
、
信
仰
主
体
に
よ
る
そ
の
二
元
論
の
総
合
や
克
服
が
本

書
全
体
を
通
じ
て
繰
り
返
し
問
わ
れ
て
い
る
。

　

第
Ⅰ
部
で
は
、
明
治
後
期
〜
敗
戦
後
の
仏
教
と
マ
ル
ク
ス
主
義
の
関
係

史
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。

　
「
第
一
章�

高
木
顕
明
と
初
期
水
平
運
動
の
親
鸞

─
非
戦
と
平
等
を
め

ぐ
っ
て
」
で
は
、
社
会
主
義
・
マ
ル
ク
ス
主
義
と
の
関
連
が
初
め
て
論
じ

ら
れ
た
親
鸞
像
と
し
て
、
日
露
戦
争
時
に
非
戦
論
に
立
っ
た
真
宗
大
谷
派

僧
侶
の
高
木
顕
明
と
、
初
期
水
平
運
動
の
担
い
手
の
西
光
万
吉
や
栗
須
七

郎
の
思
想
を
考
察
し
て
い
る
。
彼
ら
の
思
想
は
、
現
実
の
差
別
的
・
権
力

的
状
況
を
批
判
す
る
手
が
か
り
を
親
鸞
思
想
や
マ
ル
ク
ス
主
義
か
ら
摂
取

し
た
こ
と
で
成
り
立
っ
て
い
た
。
そ
の
親
鸞
理
解
は
、
真
宗
教
団
の
正
統

的
親
鸞
像
の
受
容
で
は
な
く
、
近
代
真
宗
総
体
へ
の
批
判
を
意
味
し
て
い

た
と
い
う
。
近
代
真
宗
の
親
鸞
像
は
、「
真
俗
二
諦
」（
親
鸞
の
宗
教
的
・

社
会
的
立
場
を
分
断
し
て
別
領
域
に
位
置
づ
け
る
教
説
）
の
枠
組
み
に
よ
っ

て
護
国
思
想
的
に
捉
え
る
と
い
う
特
徴
が
あ
っ
た
。

　
「
第
二
章�

反
宗
教
運
動
と
仏
教
」
で
は
、
一
九
三
〇
年
代
初
頭
の
マ
ル

ク
ス
主
義
の
宗
教
批
判
論
に
も
と
づ
く
反
宗
教
運
動
へ
の
仏
教
徒
の
応
答

が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
マ
ル
ク
ス
主
義
者
に
よ
る
宗
教
批
判
は
宗

教
＝
阿
片
論
に
立
脚
し
た
宗
教
の
社
会
的
機
能
論
に
集
中
し
、
そ
れ
に
対

す
る
仏
教
徒
の
反
論
は
宗
教
的
立
場
を
重
視
す
る
も
の
が
多
く
、
内
面
性

や
精
神
性
を
特
徴
と
す
る
宗
教
が
現
実
状
況
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
の

か
と
い
っ
た
視
点
が
な
か
っ
た
た
め
、
両
者
の
論
争
が
理
論
的
次
元
で
は

全
く
か
み
合
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
宗
教
的
立
場
と
社
会

的
立
場
の
二
元
論
の
問
題
が
あ
り
、
両
者
の
間
に
は
「
深
い
分
割
線
」

（
一
四
二
頁
）
が
引
か
れ
て
い
た
と
い
う
。

　
「
第
三
章�

佐
野
学
の
宗
教
論

─
宗
教
批
判
と
親
鸞
理
解
」
で
は
、
佐

野
学
の
宗
教
論
、
親
鸞
論
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
当
初
、
親
鸞
に
社
会
改
造

の
可
能
性
を
読
み
込
み
、
親
鸞
を
「
革
命
的
宗
教
家
」
と
捉
え
た
佐
野
は
、

し
だ
い
に
マ
ル
ク
ス
＝

レ
ー
ニ
ン
主
義
に
も
と
づ
く
宗
教
批
判
を
繰
り
広

げ
る
。
し
か
し
、
転
向
声
明
（
一
九
三
三
年
）
を
発
表
し
た
刑
務
所
時
代

に
宗
教
＝
阿
片
論
を
清
算
し
、
親
鸞
の
罪
障
観
か
ら
否
定
即
肯
定
＝
天
皇

制
肯
定
の
論
理
を
組
み
立
て
る
。
さ
ら
に
、
戦
後
の
佐
野
は
刑
務
所
時
代

の
親
鸞
理
解
を
構
造
的
に
は
継
承
し
つ
つ
、
そ
の
内
容
を
戦
後
的
価
値
に

組
み
換
え
、
仏
教
社
会
主
義
を
主
張
し
た
こ
と
が
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
佐
野
の
思
想
変
遷
は
、
社
会
的
な
も
の
か
ら
内
面
的
な
も
の
へ

の
転
回
を
意
味
し
、
佐
野
に
み
る
マ
ル
ク
ス
主
義
と
宗
教
の
問
題
は
、
内

面
性
と
社
会
性
に
分
断
さ
れ
た
近
代
的
二
元
論
の
枠
組
み
に
あ
っ
た
、
と

著
者
は
分
析
し
て
い
る
。

　

第
Ⅱ
部
で
は
、
戦
時
期
に
お
け
る
親
鸞
理
解
の
変
遷
が
考
察
さ
れ
て
い

る
。

　
「
第
四
章�

戦
時
下
本
願
寺
の
聖
典
削
除
と
皇
国
宗
教
化
」
は
、
一
九
四

〇
年
に
発
生
し
た
真
宗
本
願
寺
派
の
聖
典
削
除
問
題
（
親
鸞
の
『
教
行
信

証
』
化
身
土
巻
の
「
主
上
臣
下
」
等
の
文
言
を
伏
字
等
の
処
置
を
す
る
よ
う
指

示
さ
れ
た
出
来
事
）
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
問
題
を
め
ぐ
る
宗
派
内
の
議

論
か
ら
「
真
宗
の
皇
国
宗
教
化
・
皇
道
化
」（
二
〇
四
頁
）
と
い
う
戦
時
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教
学
の
形
成
が
進
み
、
こ
の
問
題
が
本
願
寺
派
の
戦
時
体
制
へ
の
再
編
過

程
の
一
段
階
で
あ
っ
た
こ
と
が
詳
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
聖
典
削
除
を
め

ぐ
る
論
争
で
は
、
親
鸞
理
解
が
問
題
の
核
心
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
「
第
五
章�
戦
後
親
鸞
論
へ
の
道
程

─
マ
ル
ク
ス
主
義
と
い
う
経
験
を

中
心
に
」
で
は
、
一
九
三
〇
年
代
の
反
宗
教
運
動
と
「
国
体
論
的
親
鸞

像
」、
家
永
三
郎
の
『
日
本
思
想
史
に
於
け
る
否
定
の
論
理
の
発
達
』（
一

九
四
〇
年
）、
そ
し
て
戦
後
親
鸞
論
の
出
発
点
と
な
っ
た
（
と
著
者
が
高
く

評
価
す
る
）
服
部
之
總
の
『
親
鸞
ノ
ー
ト
』（
一
九
四
八
年
）
が
分
析
さ
れ

て
い
る
。
家
永
は
歴
史
を
超
え
た
宗
教
の
契
機
に
着
目
し
て
、
聖
徳
太
子

か
ら
親
鸞
に
至
る
「
否
定
の
論
理
」
を
論
じ
た
も
の
の
、
そ
の
議
論
は
歴

史
的
現
実
の
否
定
に
は
展
開
し
え
な
か
っ
た
、
と
そ
の
限
界
を
述
べ
る
。

ま
た
、
戦
前
か
ら
戦
時
中
の
「
護
国
思
想
的
親
鸞
像
」
を
反
転
さ
せ
、
親

鸞
に
世
俗
的
権
力
へ
の
否
定
を
読
み
込
み
、「
権
力
と
対
決
す
る
親
鸞
」

像
を
提
示
し
た
の
が
、
反
宗
教
運
動
の
担
い
手
だ
っ
た
服
部
之
總
で
あ
る
。

服
部
は
、
親
鸞
の
信
仰
に
歴
史
的
・
社
会
的
意
義
を
見
出
し
た
。
た
だ
し
、

親
鸞
の
宗
教
的
立
場
と
社
会
的
立
場
を
総
合
さ
せ
る
試
み
は
課
題
と
し
て

残
さ
れ
、
戦
後
親
鸞
研
究
に
継
承
さ
れ
た
（
そ
れ
が
第
六
章
で
論
じ
ら
れ

る
）。

　

第
三
部
で
は
、
戦
後
日
本
の
親
鸞
理
解
が
現
実
社
会
に
お
け
る
社
会
的

実
践
を
起
動
さ
せ
た
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
第
六
章�

二
葉
憲
香
の
親
鸞
論

─
仏
教
の
立
場
に
立
つ
歴
史
学
」
で

は
、
二
葉
憲
香
の
仏
教
史
学
と
親
鸞
論
が
詳
細
に
分
析
さ
れ
て
い
る
（
ち

な
み
に
、
著
者
は
二
葉
の
孫
弟
子
の
立
場
）。
二
葉
仏
教
史
学
の
方
法
は
戦

時
下
の
皇
国
史
観
と
戦
後
の
唯
物
史
観
と
の
格
闘
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、

「
仏
教
の
立
場
に
立
つ
歴
史
学
」（
一
九
五
〇
年
の
二
葉
の
言
葉
）
と
し
て
定

位
さ
れ
た
。
ま
た
、
二
葉
に
と
っ
て
、
研
究
主
体
の
仏
教
理
解
こ
そ
が
仏

教
史
把
握
の
関
鍵
で
あ
り
、
二
葉
は
、
研
究
主
体
に
よ
る
「
仏
教
的
主

体
」（
三
六
六
頁
）
の
確
立
を
繰
り
返
し
説
い
た
と
い
う
。
そ
う
し
た
立

場
か
ら
す
れ
ば
、
仏
教
史
学
は
宗
教
的
立
場
と
社
会
的
立
場
の
「
対
決
」

に
よ
っ
て
成
立
し
、
総
合
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
二
葉
は
仏
教
の

主
体
性
と
い
う
次
元
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
戦
後
仏
教
史
研
究
で
分
断
さ

れ
、
無
媒
介
に
併
存
し
て
い
た
宗
教
的
立
場
と
社
会
的
立
場
を
親
鸞
に
即

し
て
総
合
し
た
、
と
著
者
は
評
価
す
る
（
補
論
も
参
照
）。
さ
ら
に
、
神
社

問
題
へ
の
批
判
的
関
与
な
ど
、
二
葉
史
学
の
実
践
性
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
「
第
七
章�

戦
後
日
本
に
お
け
る
反
靖
国
運
動
と
親
鸞
」
で
は
、
真
宗
関

係
者
を
主
な
担
い
手
と
す
る
反
靖
国
運
動
が
検
討
さ
れ
る
。
戦
後
日
本
の

社
会
運
動
で
、
宗
教
的
実
践
と
い
う
性
格
が
最
も
濃
厚
な
の
が
反
靖
国
運

動
で
あ
っ
た
と
い
う
。
一
九
六
〇
年
代
後
半
の
靖
国
神
社
国
家
護
持
を
め

ぐ
る
論
争
（
二
葉
も
関
わ
っ
た
）
が
紹
介
さ
れ
た
の
ち
、
真
宗
関
係
者
に

よ
る
反
靖
国
運
動
が
一
九
七
〇
年
代
の
教
団
改
革
や
八
〇
年
代
の
真
宗
独

自
の
遺
族
会
結
成
に
至
り
、
現
在
も
続
く
裁
判
闘
争
に
展
開
し
て
い
く
歴

史
が
描
か
れ
て
い
る
。
運
動
の
担
い
手
た
ち
に
は
、
反
靖
国
運
動
は
信
仰

の
運
動
で
も
あ
り
、
戦
前
の
国
家
権
力
を
支
え
た
真
宗
信
仰
を
切
断
し
、

「
真
宗
信
仰
の
普
遍
性
」（
四
三
三
頁
）
を
回
復
す
る
た
め
に
不
可
欠
の
営

為
で
あ
っ
た
。

　
「
補
論�

近
代
真
宗
史
へ
の
入
射
角

─
宗
教
的
立
場
と
社
会
的
立
場
の
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二
元
論
と
そ
の
超
克
」
は
、
著
者
の
研
究
履
歴
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る

（
二
〇
一
六
年
の
研
究
会
で
発
表
）。
マ
ル
ク
ス
主
義
と
い
う
視
点
か
ら
見
た

戦
後
親
鸞
論
へ
の
道
程
は
、
高
木
顕
明
─
初
期
水
平
運
動
─
反
宗
教
運
動

─
服
部
之
總
と
い
う
「
四
つ
の
峰
」（
親
鸞
理
解
を
梃
子
に
し
て
宗
教
の
社

会
的
意
義
を
問
う
立
場
）
と
、
こ
れ
ら
の
高
峰
に
対
置
し
う
る
「
別
の
稜

線
」
と
し
て
、
清
沢
満
之
と
そ
の
門
下
に
よ
る
「
精
神
主
義
」
─
家
永
三

郎
（
宗
教
の
超
越
性
を
親
鸞
に
即
し
て
探
求
す
る
立
場
）
が
あ
る
。
こ
う
し

た
両
者
を
総
合
し
た
の
が
、
二
葉
憲
香
だ
っ
た
と
い
う
著
者
の
「
見
立

て
」
が
示
さ
れ
て
お
り
、
本
書
の
モ
チ
ー
フ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
結
章�

ま
と
め
と
展
望

─
親
鸞
・
マ
ル
ク
ス
主
義
・
近
代
」
は
、
本

書
の
結
論
で
あ
る
。
本
書
全
体
に
関
わ
る
重
要
な
論
点
と
し
て
著
者
が
挙

げ
る
の
が
、
宗
教
的
立
場
と
社
会
的
立
場
の
二
元
論
で
あ
る
。
こ
の
二
元

論
が
近
代
日
本
の
宗
教
者
た
ち
に
は
避
け
が
た
い
思
考
の
枠
組
み
に
な
っ

て
お
り
、
内
面
性
と
身
体
性
、
超
越
性
と
内
在
性
と
も
重
な
り
、
絶
対
と

相
対
、
無
限
と
有
限
、
精
神
と
物
質
、
主
観
と
客
観
に
も
変
奏
で
き
る
と

い
う
。
こ
の
宗
教
的
立
場
と
社
会
的
立
場
の
関
係
性
が
問
題
で
あ
り
、
両

者
が
無
媒
介
に
併
存
す
れ
ば
、
空
虚
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
現
状
追
随
の
姿

勢
に
な
る
が
、
緊
張
関
係
を
構
築
す
れ
ば
、「
自
己
と
現
実
の
根
源
的
否

定
性
に
基
づ
く
闘
争
」（
四
八
三
頁
）
が
歴
史
に
現
出
し
、
二
分
法
の
解

体
や
超
克
と
な
る
と
強
調
す
る
。
ま
た
、
本
書
が
課
題
と
し
た
親
鸞
理
解

は
、
内
面
性
や
宗
教
的
立
場
に
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
超
越

性
・
普
遍
性
へ
と
ア
ク
セ
ス
す
る
拠
点
」（
四
八
二
頁
）
と
も
な
っ
た
。

宗
教
性
は
統
治
権
力
に
利
用
さ
れ
、
動
員
さ
れ
た
一
方
、
そ
の
統
治
権
力

を
無
効
化
し
か
ね
な
い
力
能
が
つ
ね
に
秘
め
ら
れ
て
い
た
。
近
代
日
本
の

親
鸞
論
は
、
親
鸞
を
語
る
者
の
存
在
被
拘
束
性
を
引
き
受
け
な
が
ら

─

キ
リ
ス
ト
教
や
マ
ル
ク
ス
主
義
と
並
ぶ

─
普
遍
性
や
超
越
性
に
ア
ク
セ

ス
し
う
る
数
少
な
い
方
法
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
と
著
者
は
説
く
。

二
　
本
書
へ
の
コ
メ
ン
ト

　

本
書
の
内
容
は
き
わ
め
て
豊
富
で
、
提
起
さ
れ
て
い
る
問
題
は
多
い
が
、

以
下
、
①
二
元
論
の
問
題
、
②
超
越
性
の
問
題
、
③
研
究
者
の
立
場
性
と

普
遍
性
の
問
題
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
し
た
い
。

　

本
書
の
核
心
的
な
論
点
の
一
つ
が
、
宗
教
的
立
場
と
社
会
的
立
場
の
二

元
論
で
あ
り
、
著
者
は
そ
れ
が
「
近
代
宗
教
史
に
広
範
に
通
底
す
る
問

題
」（
一
九
〇
頁
）、「
近
代
宗
教
史
を
貫
く
デ
ィ
レ
ン
マ
」（
四
五
九
頁
）

と
把
握
す
る
。
近
代
宗
教
史
に
こ
う
し
た
二
元
論
を
見
出
し
、
そ
の
関
係

性
か
ら
、「
親
鸞
理
解
の
近
現
代
史
」
を
精
緻
に
分
析
し
た
点
は
、
本
書

の
大
き
な
成
果
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
二
元
論
は
、
近
代
宗
教
史
研
究

0

0

を
貫
く
デ
ィ
レ
ン
マ
で
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
点
は
、
す
で
に
繁

田
真
爾
［
二
〇
二
二
］
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
繁
田
は
別
の
テ
キ

ス
ト
で
、
近
代
仏
教
史
研
究
の
開
拓
者
の
一
人
で
あ
る
吉
田
久
一
の
「
内

面
派
─
社
会
派
」
と
い
う
リ
ジ
ッ
ド
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
論
を
ど
の
よ
う
に
内

破
（
脱
構
築
）
す
る
か
が
近
代
仏
教
史
研
究
の
課
題
で
あ
る
と
提
起
し
て

い
る
（
繁
田
［
二
〇
一
六
］）。
本
書
で
は
、
二
つ
の
立
場
を
媒
介
す
る
三

木
清
の
「
信
仰
主
体
の
実
践
性
」（
一
九
一
頁
）
や
、
妹
尾
義
郎
の
言
説

に
見
る
「
社
会
変
革
を
可
能
に
す
る
だ
け
の
宗
教
的
立
場
の
解
明
」（
一
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二
九
頁
）
と
い
っ
た
、
リ
ジ
ッ
ド
な
二
元
論
を
内
破
し
う
る
視
点
が
提
示

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
問
題
は
近
代
宗
教
史
研
究
の
方
法
論
と
し
て
今
後
も

議
論
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

近
代
日
本
の
知
識
人
が
普
遍
性
や
超
越
性
に
ア
ク
セ
ス
す
る
際
、「
キ

リ
ス
ト
教
と
マ
ル
ク
ス
主
義
と
仏
教
」（
四
九
五
頁
）
が
選
択
さ
れ
た
。

な
か
で
も
浄
土
真
宗
が
注
目
さ
れ
た
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
や
マ
ル
ク
ス
主

義
に
一
神
教
的
な
思
想
的
共
通
性
を
見
出
し
や
す
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い

か
、
と
著
者
は
述
べ
る
。
著
者
の
い
う
超
越
性
は
、
外
在
的
な
超
越
性
を

意
味
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
超
越
性
に
は
内
在
的
な
超
越
性

も
あ
る
。
日
本
の
近
代
仏
教
史
に
は
一
神
教
を
否
定
し
た
汎
神
論
と
い
う

特
徴
が
見
ら
れ
る
が
（
吉
永
［
二
〇
二
一
］）、
こ
れ
は
、
い
わ
ば
、
内
在

的
超
越
と
い
う
超
越
性
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
本
書
の
い
う
超
越
性
は
、

真
宗
以
外
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。

　

仏
教
に
お
け
る
「
否
定
性
を
も
た
ら
す
普
遍
性
」（
二
三
頁
）
の
指
摘

が
、
本
書
な
ら
び
に
著
者
の
仏
教
史
研
究
の
重
要
な
特
徴
で
あ
ろ
う
。
二

葉
憲
香
の
仏
教
史
学
か
ら
「
決
定
的
な
影
響
を
受
け
た
」（
五
〇
七
頁
）

著
者
に
と
っ
て
、
研
究
主
体
の
立
場
性
と
実
践
性
、「
研
究
主
体
の
仏
教

理
解
」（
四
六
一
頁
）
が
決
定
的
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
、

補
論
で
強
調
さ
れ
て
い
る
。
普
遍
性
の
問
題
も
こ
の
研
究
者
の
立
場
性
に

大
き
く
規
定
さ
れ
る
。
近
代
日
本
の
仏
教
理
解
の
方
法
と
し
て
、
著
者
は

序
章
で
本
質
主
義
的
把
握
と
構
築
主
義
的
手
法
を
挙
げ
る
。
仏
教
的
主
体

性
に
よ
っ
て
研
究
を
行
う
立
場
か
ら
は
本
質
主
義
的
仏
教
理
解
が
き
わ
め

て
有
益
で
魅
力
的
だ
が
、
分
析
よ
り
も
評
価
に
傾
く
と
そ
の
欠
点
を
指
摘

す
る
。
一
方
、
構
築
主
義
の
立
場
か
ら
は
、
仏
教
の
普
遍
的
性
格
は
近
代

的
構
築
物
だ
と
説
明
で
き
る
が
、
そ
れ
で
す
べ
て
が
説
明
で
き
ず
、
慎
重

な
議
論
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
る
。

　

評
者
の
見
る
と
こ
ろ
、
本
書
に
お
け
る
著
者
の
仏
教
理
解
は
構
築
主
義

的
な
把
握
が
基
本
だ
が
、
本
質
主
義
的
な
把
握
も
見
ら
れ
る
（
た
と
え
ば
、

「
仏
教
本
来
の
超
歴
史
的
普
遍
性
」〈
三
三
八
頁
〉の
指
摘
）。
本
質
主
義
的
な

仏
教
理
解
に
立
つ
二
葉
が
示
唆
し
た
仏
教
的
主
体
性
と
い
う
研
究
者
の
立

場
性
は
、
研
究
の
方
法
論
を
ど
こ
ま
で
規
定
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
し
な

い
の
か
、
今
後
、
著
者
と
議
論
が
で
き
れ
ば
、
と
思
う
。

　

本
書
は
、
現
在
の
近
代
仏
教
史
研
究
の
豊
潤
な
成
果
を
象
徴
す
る
一
冊

で
あ
り
、
本
学
会
の
会
員
に
も
広
く
読
ま
れ
る
こ
と
を
願
う
。
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